
（４）性質別歳出決算の状況 

  性質別の構成比は、人件費が２４．１％を占め、次いで普通建設事業費２０．９％、

補助費等１７．２％となっている。 

  義務的経費は２，０６８億８，１４７万円であり、前年度に比べ５８億     

７，９０２万円（２．９％）増加している。 

  投資的経費は１，０５３億６，０６０万円であり、前年度に比べ９７億     

７，５３１万円（△８．５％）減少している。 

性質別歳出決算状況

義務的経費 206,881,471 41.0 201,002,447 39.7 5,879,024 2.9

人　件　費 121,744,620 24.1 121,789,454 24.1 △ 44,834 0.0

扶　助　費 7,190,831 1.4 6,674,069 1.3 516,762 7.7

公　債　費 77,946,020 15.5 72,538,924 14.3 5,407,096 7.5

投資的経費 105,360,601 20.9 115,135,914 22.7 △ 9,775,313 △ 8.5

普通建設事業費 105,183,425 20.9 114,920,895 22.7 △ 9,737,470 △ 8.5

災害復旧事業費 177,176 0.0 215,019 0.0 △ 37,843 △ 17.6

19,040,412 3.8 17,924,775 3.5 1,115,637 6.2

3,393,899 0.7 3,913,201 0.8 △ 519,302 △ 13.3

86,727,113 17.2 77,323,551 15.3 9,403,562 12.2

31,272,742 6.2 37,024,132 7.3 △ 5,751,390 △ 15.5

45,662,692 9.1 48,946,625 9.7 △ 3,283,933 △ 6.7

5,802,462 1.2 4,875,768 1.0 926,694 19.0

504,141,392 100.0 506,146,413 100.0 △ 2,005,021 △ 0.4

（注）構成比については、各項目毎に四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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